

















































































を行ないつつ、 NS、 PT、 OTと共通目標をもって、
患、者の病状や治療状況に合わせて適時(タイムリー)
に情報共有を行い、りハビリをすすめるための判断の
一致を図ることが必須となる。NSはこれらの目的の
もとに看護業務の調整を行い、ADLの支援に積極的
に関わることが重要であることが示唆された。
看護師が認識する急性期脳卒中患者のりハビリテ
ーシヨンにおける看護師・理学療法士・作業療法士に
よるチームアプローチに影響する要因には、脳卒中患
者の心身の安全を最優先にした支援、3職種の情報共
有と主体的な提案による判断の一致、看護師の目的を
もった業務調整とADL支援が重要である。
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